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第 4回 村立幼稚園職員等ワーキング・チーム会議 会議録 

日 時 令和 3年 2月 5日（金）午後3時 30 分～午後5時 10分 

場 所 石神コミュニティセンター会議室 

出席者 ・各村立幼稚園職員（7名） 

・村立保育所及びこども園職員（3名） 

・指導室（1名） 

・子育て支援課（4名） 

次 第 １．開会 

２．子育て支援課長挨拶 

３．グループワーク 

「これからの村立幼稚園に求められるものとは」 

４．閉会 

 

１．開会 

 

２．子育て支援課長挨拶 

 

３．グループワーク 

テーマについてグループワーク形式で意見出し。 

 

「これからの村立幼稚園に求められるものとは」 

・村立幼稚園のニーズが減少したと考えられる原因について意見出しを行い，出された意見（原因）

を踏まえて，これから保育者として何をしていかなければならないのか，今後の村立幼稚園に求めら

れる取組みについて，多方面から検討を行った。 

・グループワークで出された意見については，別添「第4回村立幼稚園職員等ワーキング・チーム会議 

意見出しのまとめ」のとおり。 

 

＜グループワークで出た意見に対する感想等＞ 

・現在の「のびのび子育て帳」は，目的の内容にたどり着くまでが大変である。 

・職員の資質向上は大事だと思う。資質向上はやろうと思えばすぐにできることであり，気づいたこと，

できることは前倒しでやっていったほうが，自分たちも早いうちから慣れていけるし，いざ村松幼稚園

に一か所になったときにすぐ，みんなで同じスタートが切れると思う。 

・職員の資質向上なども大事だと思うが，今のまま普段の仕事の量にプラスしていくと限界がきてしまう。

もちろん良いことは全部できるといいが，そのための時間をつくるためにはやり方を工夫しないと，現場

がきつくなってしまうと思う。 
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＜まとめ＞ 

・次回以降は，村立幼稚園での新たな取組みを考えていくというところで，まず考えられる「給食や弁

当の提供」や「預かり保育」などについて話し合っていきたい。 

 

４．閉会 



第４回 村立幼稚園職員等ワーキング・チーム会議 意見出しのまとめ （１）

原因 今後求められる取組みテーマ ： 村立幼稚園の在籍児童数の減少の原因

サービス面が
ニーズに合っていなかった

給食に対応できなかった
（お弁当だった）

園バスがなかった

保護者のニーズに
対応できなかった
（預かり保育，給食）

様々なサービスを
求める人が増えた

サービス

給食の日を作る

サービスの拡充を図る

給食を自園で作る

園バスやＩＣＴ化などの
利便性が少なかった

給食を実施する

村全体を活動場所にする
という目的で

園バスを保有する

預かり保育時間が短かった

朝の受入れ時間や
保育時間に

私立との差があった

預かり保育が
利用しにくかった

預かり保育の拡充が
できなかった

預かり保育を拡充させる
（長時間化，預かり保育を
しない日を作らない，

必要があるときは当日でも
対応する）

ニーズに合った預かり保育を
実施する

預かり保育を充実させる
（朝の預かりも実施する）

預かり保育

預かり保育の
手続きを簡略化し
利用しやすくする

今後の方向性を判断するための材料として，
実施の可不可を問わず，多方面から検討を
行ったものであり，決定事項ではありません。

保育時間を延長する

働いている保護者
（共働き）が増え

保育所のニーズが増えた

出生率が低下している

共働きが増え
そもそもの幼稚園
ニーズに合わない

そもそも東海村自体
の幼稚園希望より
保育所希望が増えた

家庭環境の変化
保護者の価値観の変化

保護者のニーズが変化した
（給食，バス，習い事などの

サービス面重視）

保護者が求めているものが
何か，ニーズを把握する

親のニーズや自治体の現状を
踏まえながら，子どもの成長に
とって何が大切か話し合う

子育て支援（サークル等）
を充実させる

家庭教育を支援する

幼児教育＝保育
となりつつある

共通理念を持つ

園内研修で職員の
スキルアップを図る

職員間で保育（教育）観の
共有をする

危機管理能力を高める

職 員

時差勤務を導入し
ニーズに合わせる

幼稚園と役場が連携して
スピード感のある対応が

できなかった

危機感が足りなかった

役場との連携を強化する

やりがいのある園づくりや
人材育成に取り組む

保育（教育）の在り方を
見直す

研究保育を強化する

一人一人を大事にした
保育などの魅力を
アピールする

園で行っていることが
成果として目に見える

保育をする

各村立幼稚園で
足並みを揃えていたため
明確な特色が出せなかった

私立の方が，どのような
保育をしているか
分かりやすい

支援の有無に関係なく
きめ細やかな保育をする

個性を認めていく

多人数（複数学級）の良さを
伝える，打出す

特 色

習い事に縛られず，
遊びや体験から学んでいく
ことを大切にしていく

「誰でも一日体験保育」
を実施する

４園統一にこだわらず
各園独自の魅力をつくる



第４回 村立幼稚園職員等ワーキング・チーム会議 意見出しのまとめ （２）

原因 今後求められる取組みテーマ ： 村立幼稚園の在籍児童数の減少の原因

公立の施設は
老朽化している

私立の施設はきれいである

新しい施設を検討する

施 設

給食や預かり保育などに
対応するための
施設整備を行う

自然や環境，地域との
つながりをつくる

今までの良いところを
継承しながら

新しいものを取り入れていく

「村民と作る幼稚園」など
別の価値観を持たせる

開かれた幼稚園を
意識して運営する

園の方針を明確化する

習い事に匹敵する
遊びから学ぶ力を
見える化する

保護者とともに
保育（教育）を行う

幼稚園運営

小学校とのつながり
（幼小連携）を
充実させる

地域の環境を活かす

地域の人と協力する

無償化の前に保育料が
値上がってしまった

無償化に伴って
私立へ流れてしまった

保育料無償化

私立と比べて
サービスの差が大きく

私立の方がお得感がある

私立園が選びやすくなった

私立園の魅力が大きい
（園バス，2歳児保育）

保育料無償化で
公立の良さのひとつ
（保育料の安さ）が
なくなってしまった

以前は3歳児に定員があり
抽選があったことで

保護者の抵抗感が生まれた

定員があった

入園希望者を
定員抽選を理由に
断ってしまった

保護者との関わりを
増やす工夫をする

保護者とのつながりを
強くする

積極的に
保護者と関わる

保護者との関わり

経済面，子どもの発達，
アレルギーなどにより
私立園に行けない，
行けなかった家庭の
受け皿となる

公立の存在意義

病気や障がい，
生活苦などを問わず，
誰でも受け入れる

どの家庭の人でも
入ることができ

平等に教育を受けられる

今後の方向性を判断するための材料として，
実施の可不可を問わず，多方面から検討を
行ったものであり，決定事項ではありません。

公立としての強みを
積極的にアピールする

未就園児へのアプローチが
不十分だった

ポータルサイトや
ホームページの

活用が不足していた

ＩＣＴ（コドモン）を活用する
村松幼稚園の魅力を表など
にして分かりやすくする

村報や広告，ポスターなど
積極的に情報発信する

Ｐ Ｒ

乳幼児健診の待ち時間を
利用して園のPR動画を流す

アイヴィル等の施設を利用し
説明会を行う

発信力が弱く
園に入ってみなければ
園の魅力が分からない

公立の魅力ある保育が
アピール不足だった

様々な方法で発信し，
広く理解を求める中で
「遊びの中の学び」が
いかに重要か発信する

すこやかハウスや
児童センターなどに
職員が出向いてPRする


